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訳
者
解
説

平
井
光
貴
（
第
１
―
３
節
）

伊
藤
克
彦
（
第
４
―
６
節
）

１　

原
著
者
の
経
歴

　

ジ
ュ
リ
ー
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
（
グ
ラ
ス
ゴ
ー
法
学
士
、
同
大
学
院
修
士
課
程
修
了
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
てD

Phil

取
得
）
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
法
学
部
法
哲
学
教
授
で
あ
り
、
サ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の
フ
ェ
ロ
ー
兼
上

級
法
学
講
師
。
母
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
法
学
学
士
号
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ベ
イ
リ
オ

ル
・
コ
レ
ッ
ジ
で
法
哲
学
のD

Phil

を
取
得
後
、
レ
ス
タ
ー
大
学
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
で
講

義
を
担
当
し
、
二
〇
〇
二
年
に
サ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の
法
学
フ
ェ
ロ
ー
に
就
任
。

　

現
在
は
法
理
学
と
Ｅ
Ｕ
法
に
関
し
て
教
鞭
を
と
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
優
秀
教
授
賞
を
受
賞
し
て
い
る
ほ

か
、
学
生
主
導
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
生
連
合
教
育
賞
の
「
優
秀
講
師
賞
」
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。

Legal T
heory

、Law
 and Philosophy

、T
ransnational Legal T

heory

、O
xford Journal of Legal Stud-

ies

、Problem
a

な
ど
複
数
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
編
集
委
員
を
務
め
、
特
にO

xford Journal of Legal Studies

に
つ

い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
、
そ
のReview

A
rticles

編
集
長
を
務
め
て
い
る
。

　

デ
ィ
ク
ソ
ン
の
関
心
分
野
と
し
て
、
ま
ず
一
般
法
理
学
や
法
哲
学
、
特
に
そ
の
方
法
論
的
問
題
、
い
わ
ゆ
る
メ
タ
法
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理
論
的
問
題
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
テ
ー
マ
に
関
す
る
著
書
と
し
て
は
、
本
書
の
ほ
か
、
後
ほ
ど
そ
の
内
容
を

簡
単
に
紹
介
す
るE

valuation and Legal T
heory 

（2001

）
が
あ
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
法
、
特
に

Ｅ
Ｕ
法
の
理
論
的
側
面
に
も
関
心
が
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
文
脈
に
お
け
る
法
制
度
論
な
ど
の
研
究
も
行
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら

に
関
す
る
著
書
と
し
て
は
、
パ
ブ
ロ
ス
・
エ
レ
フ
テ
リ
ア
デ
ィ
ス
と
の
共
編
著
で
あ
るPhilosophical Foundations 

of E
uropean U

nion Law
 （2013

）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

原
著
者
の
業
績

　

デ
ィ
ク
ソ
ン
の
業
績
に
つ
い
て
、
前
述
の
い
く
つ
か
の
関
心
分
野
ご
と
に
、
適
宜
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
よ
う

（
表
記
法
は
表
記
ゆ
れ
な
ど
も
含
み
基
本
的
に
出
典
と
な
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
紹
介
ペ
ー
ジ
に
準
拠
、
な
お
全
著
作
リ

ス
ト
は
同
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

ま
ず
、
法
哲
学
方
法
論
、
メ
タ
法
理
論
関
連
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
著
作
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
に

は
、
他
の
論
者
の
理
論
（
例
え
ば
、
後
に
紹
介
さ
れ
る
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
そ
れ
）
を
検
討
し
た
も
の
な
ど
も

含
ま
れ
る
：

D
icksonJ,‘M

ethodologyinLegalPhilosophy’inM
Carpentier

（ed.

）,M
eta-theory of Law



（IST
E

Ltd2022

）

D
icksonJ,‘D

oesItM
atterW

hereW
eStart?:Som

eRem
arksonSom

eRem
arksbyJohnGard-

nerontheM
ethodologyofLegalPhilosophy’

（2019

）19
（1
） Jerusalem

 R
eview

 of Legal Studies
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71

D
icksonJ,‘O

ursIsaBroadChurch:IndirectlyEvaluativeLegalPhilosophyA
saFacetofJur-

isprudentialInquiry’

（2015

）6

（2

）Jurisprudence: an international journal of legal and political 
thought207

D
icksonJ,‘O

nN
aturalizingJurisprudence:Som

eCom
m

entsonBrianLeiter’sV
iew

ofW
hat

JurisprudenceShouldBecom
e’

（2011

）30

（July

）Law
 and Philosophy477

D
icksonJ,‘M

ethodologyinJurisprudence:A
CriticalSurvey’

（2004

）10

（3

）Legal T
heory117

D
icksonJ,E

valuation and Legal T
heory

（H
artPublishing2001

）

　

こ
れ
ら
の
内
、
と
り
わ
け
現
在
の
議
論
状
況
に
対
し
て
影
響
力
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
著
書E

valuation 
and Legal T

heory

と
、
そ
の
縮
約
発
展
版
と
も
言
う
べ
き
論
文
、“M

ethodologyinJurisprudence:A
Criti-

calSurvey”

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
本
解
説
で
も
後
ほ
ど
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
狭
義
の
メ
タ
法
理
論
的
話
題
に
（
通
底
は
す
る
が
）
限
定
さ
れ
ず
、
よ
り
広
い
法
哲
学
的
関
心
の
下
に
書
か

れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
：

D
icksonJ,‘W

hyGeneralJurisprudenceIsInteresting’

（2017

）49Crítica14550
D

icksonJ,‘D
escriptiveLegalT

heory’

［2017

］E
ncyclopaedia of the Philosophy of Law

 and So-
cial Philosophy

D
icksonJ,‘LegalPositivism

:Contem
poraryD

ebates’inA
M

arm
or

（ed.

）,T
he R

outledge Com
-



240

訳者解説�
panion to Philosophy of Law



（Routledge2012

）

D
icksonJ,‘IstheRuleofRecognitionReallyaConventionalRule?’

（2007

）27

（3

）O
xford Journal 

of Legal Studies373
　

最
後
に
、
も
う
一
つ
の
主
要
関
心
分
野
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
法
、
Ｅ
Ｕ
法
関
連
の
著
作
を
、

や
は
り
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
て
お
こ
う
：

D
icksonJ,‘W

ho’sA
fraidofT

ransnationalLegalT
heory?:D

angersandD
esiderata’

（2015

）6

（3-4

）T
ransnational Legal T

heory565
D

icksonJandEleftheriadisP,Philosophical Foundations of E
uropean U

nion Law


（JD
ickson

andPEleftheriadiseds.,2013
）1

D
icksonJ,‘D

irectivesinEU
LegalSystem

s:W
hoseN

orm
sA

reT
heyA

nyw
ay?’

（2011

）17

（2

）
E

U
R

O
PE

A
N

 LA
W

 JO
U

R
N

A
L190

D
icksonJ,‘D

irectivesinEuropeanU
nionLegalSystem

s:W
hoseN

orm
sA

reT
heyA

nyw
ay?’

（2011

）17

（M
arch

）E
uropean Law

 Journal190
D

icksonJ,‘H
ow

M
anyLegalSystem

s?Som
ePuzzlesRegardingtheIdentityConditionsO

f,
andRelationsBetw

een,LegalSystem
sintheEuropeanU

nion’［2008

］（40

）Problem
a
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3　前著の EvaluationandLegalTheory に関して

３　

前
著
のEvaluationandLegalT

heory

に
関
し
て

　

前
著E

valuation and Legal T
heory

（
以
下
Ｅ
Ｌ
Ｔ
）
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
と
同
時
に
、
メ

タ
法
理
論
の
諸
問
題
を
体
系
的
に
再
整
理
し
論
じ
た
先
駆
的
著
作
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
骨
子
の
み
ご
く
簡
単

に
紹
介
し
よ
う
。
本
書
は
、（
恐
ら
く
は
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム
の
影
響
の
下
）
法
哲
学
に
お
い
て
従
来
支
配
的
で
あ
っ

た
理
論
的
整
理
法
、
す
な
わ
ち
、「
あ
る
法
／
あ
る
べ
き
法
」「
記
述
的
法
哲
学
／
規
範
的
法
哲
学
」
と
い
っ
た
整
理
法

が
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
法
理
論
の
成
功
不
成
功
を
評
価
す
る
た
め
の
メ
タ
法
理
論
的
諸
基
準
を
新

た
に
導
入
し
て
諸
理
論
の
再
整
理
を
試
み
る
。
そ
の
諸
基
準
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
テ
ー
ゼ
か
ら
な
る
：

（
１
）　

道
徳
的
評
価
テ
ー
ゼ
（m

oralevaluationthesis

）：
法
を
十
分
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
法
理
論
家
は

法
を
道
徳
的
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）　

道
徳
的
正
当
化
テ
ー
ゼ
（m

oraljustificationthesis

）：
法
を
十
分
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
法
理
論
家

は
法
を
道
徳
的
に
正
当
化
さ
れ
た
現
象
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）　

有
益
な
道
徳
的
帰
結
テ
ー
ゼ
（beneficialm

oralconsequencethesis

）：
一
定
の
法
理
論
を
支
持
す
る

こ
と
に
よ
る
有
益
な
道
徳
的
帰
結
に
関
す
る
価
値
判
断
は
、
法
理
論
の
成
功
の
規
準
の
内
容
を
な
す
も
の

と
し
て
正
統
な
も
の
た
り
得
る
。

　

デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
テ
ー
ゼ
に
従
っ
て
、
諸
々
の
法
理
論
家
の
立
場
を
分
類
・
整
理
し
、
そ
の
理
論
的
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な
成
功
／
不
成
功
を
診
断
す
る
。
特
に
重
要
な
基
準
が（
１
）の
道
徳
的
評
価
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
容
す
る
理
論

家
と
し
て
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
や
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ニ
ス
が
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
理
論
家
と
し
て
ジ
ョ

セ
フ
・
ラ
ズ
や
著
者
自
身
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
の
与
す
る
立
場
は
「
直
接
評
価
的
法
理
論
（directlyevaluative

legaltheory

）」、
後
者
の
与
す
る
立
場
は
「
間
接
評
価
的
法
理
論
（indirectlyevaluativelegaltheory

）」
と
呼
ば

れ
る
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
法
理
論
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
法
の
諸
特
徴
の
内
、
論
ず
る
べ
き
重
要
な
特
徴

は
何
か
の
判
断
は
下
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
法
に
関
し
て
何
ら
か
の
評
価
を
行
う
こ
と
自
体
は
必
要
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
道
徳
的
評
価
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
点
、
直
接
評
価
的
法
理
論
の
陣
営
に

あ
る
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
や
フ
ィ
ニ
ス
は
誤
り
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
、
ラ
ズ
や
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
与
す
る
間
接
評
価
的
法
理
論

の
手
法
が
擁
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
メ
タ
法
理
論
的
整
理
法
と
そ
こ
に
お
け
る
自
身
の
立
ち
位
置
は
、（
先
の

三
つ
の
テ
ー
ゼ
に
直
接
の
言
及
は
な
い
も
の
）
本
書
に
お
い
て
も
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

紙
幅
の
都
合
上
、
主
に（
１
）に
つ
い
て
の
み
、
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
ニ
ス
と
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
ど
の
よ
う
な
仕
方
で

（
１
）を
受
容
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
な
ぜ
そ
れ
を
退
け
る
の
か
と
い
う
論
点
に
関
し
て
、
も
う
少
し

具
体
的
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

同
じ
「
直
接
評
価
的
法
理
論
」
陣
営
に
属
す
る
と
は
言
え
、
二
人
が（
１
）を
受
容
す
る
理
論
的
な
根
拠
は
異
な
っ
て

い
る
。
ま
ず
、
フ
ィ
ニ
ス
の
議
論
は
、「
法
を
概
念
化
（conceptualize

）」
し
て
説
明
す
る
際
に
法
の
重
要
な
要
素
を

取
り
出
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
何
ら
か
の
価
値
判
断
を
必
要
と
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
デ
ィ
ク
ソ
ン
と

前
提
を
共
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
ニ
ス
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
価
値
判
断
は
終
局
的
に
は
必
ず
道
徳
的
価
値

判
断
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、（
１
）を
受
容
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
Ｅ
Ｌ
Ｔ
に
加

え
て
本
書
の
第
７
章
、
８
章
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
、
概
念
化
に
際
し
て
法
の
重
要
な
要
素
を
取
り
出
す
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た
め
の
価
値
判
断
は
、
必
ず
し
も
道
徳
的
価
値
判
断
で
あ
る
必
要
が
な
い
、
と
い
う
の
が
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
見
解
で
あ
り
、

そ
の
点
で
フ
ィ
ニ
ス
の
主
張
は
誤
っ
て
い
る
と
診
断
さ
れ
る
。

　

次
に
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
議
論
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
法
が
一
応
正
当
化
さ
れ
た
現
象
で
あ
る
と
捉
え
―
―
そ
の
意

味
で
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は（
２
）の
道
徳
的
正
当
化
テ
ー
ゼ
を
も
前
提
と
し
て
い
る
―
―
、
そ
の
前
提
の
下
に
法
を
道
徳
的

に
評
価
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
解
釈
を
通
じ
て
法
に
一
定
の
道
徳
的
趣
旨
・
機
能
を
帰
し
、「
最
善
の
光
の
下
に
照

ら
す
」
こ
と
を
法
理
論
の
任
務
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
方
法
論

が
、
間
接
評
価
的
法
理
論
に
対
し
て
、
諸
々
の
論
点
先
取
を
犯
す
も
の
と
し
て
退
け
る
方
針
を
採
っ
て
い
る
。

４　

法
哲
学
方
法
論
の
議
論
状
況
に
つ
い
て

　

本
書
の
第
一
章
で
は
、
法
哲
学
方
法
論
、
な
い
し
「
法
哲
学
の
哲
学
」
の
問
題
の
事
例
と
し
て
、「
法
哲
学
の
目
的

は
何
か
？　

法
哲
学
は
何
を
達
成
す
る
と
望
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
［
…
］」（
本
書
一
頁
）
と
い
っ
た
一
連
の
問
題

群
を
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
問
題
は
法
哲
学
の
領
域
を
研
究
す
る
上
で
、
多
く
の
法
哲
学
者
が
疑

問
に
思
う
と
推
測
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
法
哲
学
領
域
全
体
の
主
題
と
し
て
大
き
く
表
面
化
す
る
こ
と
は
、
今
世

紀
以
前
の
時
代
に
お
い
て
は
、
乏
し
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
現
在
に
至

る
ま
で
法
哲
学
方
法
論
を
主
題
と
す
る
論
文
集
や
著
作
が
多
く
出
版
さ
れ
て
お
り）

1
（

、
二
〇
一
五
年
五
月
に
お
い
て
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
コ
ウ
に
お
い
て
、「
法
哲
学
の
哲
学
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
国
際
学
会
も
開
か
れ
て
い
る）

2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
哲
学
に
お
け
る
方
法
論
上
の
問
い
が
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
何
を
契
機
に
し
て
、

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
疑
問
に
思
う
読
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
を
考
察
す
る
に
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あ
た
っ
て
、
前
述
し
た
Ｅ
Ｌ
Ｔ
の
出
版
後
の
二
〇
〇
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
自
身
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
論
文

（D
ickson2004

）
が
、
手
が
か
り
の
一
つ
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
簡
単
に
そ
の
内
容
を
こ
こ
で
紹
介
し
よ
う
。

　

デ
ィ
ク
ソ
ン
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
法
哲
学
に
お
け
る
方
法
論
上
の
問
題
が
大
き
な
主
題
と
な
っ
た
契
機
の
一
つ

と
し
て
、
H
・
L
・
A
・
ハ
ー
ト
の
没
後
に
彼
の
代
表
作
の
『
法
の
概
念
』
の
第
二
版
（
と
第
三
版
）
に
収
録
さ
れ
た

「
後
記
」（H

art2012:238-276

（
邦
訳；

三
六
六
―
四
一
九
頁
））

の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
一
連
の
論
争
を
取
り

上
げ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
R
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
批
判
に
対
し
て
、
生
前
の
ハ
ー
ト
は
明
示
的
な
反
論
を
行

わ
な
か
っ
た
が
、
没
後
に
発
表
さ
れ
た
「
後
記
」
に
お
い
て
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
批
判
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
応

答
／
反
論
を
試
み
た
。

　

デ
ィ
ク
ソ
ン
の
見
解
に
よ
る
と
、「
後
記
」
に
お
い
て
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
と
の
対
立
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
論
上
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
（D

ickson2004:118

）。
そ
の
中
で
も
最
大
の
争
点
の
一
つ
と
さ
れ
た

の
は
、「
法
理
論
自
体
の
性
質
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
・
論
点
に
お
い
て
、
ハ
ー
ト
は
、
自

身
が
支
持
す
る
立
場
を
「
一
般
的
・
記
述
的
法
理
学
」
と
規
定
す
る

（H
art2012:239-244

［
邦
訳
：
三
六
八
―
三
七
四

頁
］）。
こ
こ
で
の
「
一
般
的
」
と
は
、「
特
定
の
法
秩
序
や
法
文
化
に
か
か
わ
ら
な
い
」（H

art2012:239-240

［
邦
訳
：

三
六
八
頁
］）
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
記
述
的
」
と
は
、「
道
徳
的
に
中
立
で
あ
り
、
正
当
化
を
目
的
と
し
な
い
」

（H
art2012:240

［
邦
訳
：
三
六
八
頁
］）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
の
問
題
・
論
点
に
関
し
て
、
ハ
ー
ト
は

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
立
場
を
「
あ
る
法
秩
序
内
の
確
定
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
に
最
善
の
道
徳
的
正
当
化
を
供
与
し
て
、
そ

の
法
を
「
最
善
の
下
に
照
ら
し
出
す
」
諸
原
理
を
同
定
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
部
分
的
に
は
評

価
を
目
的
と
す
る
」（H

art2012:240-241

［
邦
訳
：
三
六
九
―
三
七
〇
頁
］）
立
場
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
ド
ゥ

オ
ー
キ
ン
の
立
場
を
「
評
価
的
・
正
当
化
的
法
理
学
」
と
呼
ん
だ
（H

art2012:241

［
邦
訳
：
三
七
〇
頁
］）。
ハ
ー
ト
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自
身
の
評
価
に
よ
る
と
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
「
評
価
的
・
正
当
化
的
法
理
学
」
は
、
ハ
ー
ト
自
身
の
立
場
で
あ
る
「
一

般
的
・
記
述
的
法
理
学
」
と
は
、「
あ
ま
り
に
も
異
な
る
の
で
、
両
者
の
間
に
衝
突
が
な
ぜ
起
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
お
よ
そ
衝
突
が
あ
り
得
る
の
か
、
明
白
と
は
言
え
な
い
」（H
art2012:241

［
邦
訳
：
三
七
〇
頁
］）

と
述
べ
る
。
こ

こ
で
論
点
に
な
っ
て
い
る
法
理
論
に
お
け
る
「
評
価
」
と
い
う
概
念
の
問
題
は
、
３
節
で
も
解
説
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

か
な
り
複
雑
な
問
題
で
あ
り
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
自
身
も
前
著
に
お
い
て
、
法
理
論
に
お
け
る
「
評
価
」
を
三
つ
の
タ
イ
プ

に
分
類
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、『
法
の
概
念
』
の
「
後
記
」
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
、
た
だ
法
実
証
主
義
内
部
の
論
争
を
複
雑
に
さ
せ
た
（cf.Colem

an2001

）
と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
法
理
論

自
体
の
性
質
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問
題
を
通
し
て
、
法
哲
学
の
方
法
論
上
の
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
契
機
も
作
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
法
哲
学
に
お
け
る
方
法
論
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
実
際
に
法
哲
学
方
法
論
の

問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
代
表
的
な
人
物
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
で
は
主
に
三
人
の
論
者
を
挙
げ

て
い
る
。
一
人
目
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
自
身
で
あ
り
、
二
人
目
の
人
物
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ペ
リ
ー
（StephenPerry

）

で
あ
り
、
三
人
目
の
人
物
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ラ
イ
タ
ー
（BrianLeiter

）
で
あ
る
（D

ickson2004:129-141

）。

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ペ
リ
ー
は
、「
ハ
ー
ト
の
方
法
論
的
実
証
主
義
」（Perry1998

）
と
い
う
論
文
の
中
で
、
ハ
ー
ト

の
立
場
は
、
二
つ
の
異
な
る
方
法
で
あ
る
、「
記
述
的
―
説
明
的
」（descriptive-explanatory

）
な
方
法
と
概
念
分
析

の
方
法
を
暗
黙
の
う
ち
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
だ
と
論
じ
る
（Perry1998:secs.IV

-I

）。
こ
こ
に
お
け
る
「
記
述
的

―
説
明
的
」
な
方
法
と
は
、
科
学
的
か
つ
道
徳
的
に
中
立
的
な
方
法
と
特
徴
づ
け
ら
れ
、
ま
た
こ
こ
で
の
概
念
分
析
の

方
法
と
は
、「
私
た
ち
自
身
の
社
会
的
実
践
を
ど
の
よ
う
に
概
念
化
し
て
い
る
か
を
調
べ
、
仮
定
上
、
そ
の
概
念
を
分

類
し
、
実
践
そ
の
も
の
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
」（Perry1998:314

）
方
法
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
は
、
ハ
ー
ト
が
こ
の
二



246

訳者解説�

つ
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
、「
外
在
的
概
念
分
析
」
と
呼
ぶ
（Perry1998:secs.IV

-I

）。
し
か
し
、
彼

は
「
外
在
的
概
念
分
析
」
の
試
み
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
外
在
的
概
念
分
析
」
は
法

理
論
の
最
も
重
要
な
疑
問
、
た
と
え
ば
、
法
が
ど
の
よ
う
に
私
た
ち
に
他
の
方
法
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
行
為
の
理

由
を
提
供
す
る
の
か
、
法
が
ど
の
よ
う
な
条
件
下
で
私
た
ち
に
対
す
る
権
威
を
持
つ
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
に
答
え
る

た
め
の
適
切
な
方
法
論
で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
［Perry1998:349

］。
こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
る
適
切
な
方

法
論
は
、
彼
が
「
内
在
的
概
念
分
析
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
り
、「
内
在
的
概
念
分
析
」
と
は
ま
さ
に
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の

解
釈
主
義
で
あ
る
と
主
張
し
た）

3
（

。

　

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ラ
イ
タ
ー
は
、
そ
も
そ
も
ペ
リ
ー
が
支
持
し
て
い
る
「
概
念
分
析
」
と
い
う
方
法
論
そ
の
も
の
に
否

定
的
で
あ
り
、
彼
は
後
に
『
自
然
化
す
る
法
理
学
』（Leiter2007

）
と
題
し
た
論
文
集
に
収
め
ら
れ
た
論
文
を
中
心

に
、
法
哲
学
の
方
法
論
と
し
て
の
「
自
然
主
義
」
を
擁
護
す
る
。
狭
義
の
哲
学
に
お
い
て
、
W
・
V
・
O
・
ク
ワ
イ
ン

（W
.V

.O
.Q

uine

）
は
著
名
な
論
文
で
あ
る
「
自
然
化
さ
れ
た
認
識
論
」（Q

uine1969

）
に
お
い
て
、
認
識
論
は
心
理

学
の
よ
う
な
経
験
科
学
に
置
き
換
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
が
、
ラ
イ
タ
ー
は
ク
ワ
イ
ン
の
主
張
に
影
響
を
受
け
、

法
哲
学
は
概
念
分
析
を
主
た
る
方
法
論
と
し
て
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、
心
理
学
や
社
会
学
な
ど
の
経
験
実
証
的
な
方

法
論
を
採
用
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
（cf.Leiter1997;Leiter1998

）。

　

ま
と
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
英
語
圏
の
法
哲
学
方
法
論
へ
の
関
心
は
、
ハ
ー
ト
の
遺
稿
で
あ
る
「
後
記
」
の
収

録
さ
れ
た
『
法
の
概
念
』
の
第
二
版
が
一
九
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
後
半
か
ら
二

〇
〇
〇
年
代
の
前
半
に
か
け
て
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
、
ペ
リ
ー
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
論
者
が
そ
の
問
題
群
を
徐
々
に
顕
在
化

さ
せ
て
い
き
、
現
在
に
至
る
ま
で
に
数
多
く
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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５　
「
解
明
」
に
つ
い
て

　

本
書
の
原
書
名
は
「
法
を
解
明
す
る
」（elucidatinglaw

）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
本
書
で
は
「
解
明
」（elu-

cidation
）
と
い
う
言
葉
に
特
別
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
本
人
も
本
書
の
１
章
で
言
及
す

る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
解
明
と
い
う
言
葉
の
ル
ー
ツ
は
哲
学
に
お
け
る
Ｇ
・
フ
レ
ー
ゲ
（G.Frege

）
や
Ｌ
・
ウ
ィ
ト

ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（L.W

ittgenstein

）
が
用
い
たErläuterung

と
い
う
用
語
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
レ
ー

ゲ
の
研
究
書
で
あ
る
荒
畑
靖
宏
の
『
世
界
を
満
た
す
論
理
』（
荒
畑2019

）
で
は
、「
解
明
」
は
「
定
義
」
に
よ
る
説
明

と
対
比
さ
れ
る
。
荒
畑
の
解
釈
に
よ
る
と
、
フ
レ
ー
ゲ
は
、
科
学
の
発
展
に
つ
れ
既
知
の
原
初
記
号
か
ら
複
合
的
な
記

号
を
形
成
し
、
さ
ら
に
複
雑
な
複
合
記
号
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
定
義
と
は
こ
の
複
合
記
号
の
構
成
の
こ
と

を
指
す
の
で
は
な
く
、
複
合
記
号
の
単
純
な
省
略
形
を
導
入
す
る
こ
と
に
あ
る
（
荒
畑2019:84-85

）。
し
か
し
な
が

ら
、
一
方
で
フ
レ
ー
ゲ
は
論
理
的
に
単
純
な
も
の
は
定
義
で
き
な
い
と
も
述
べ
、
解
明
の
役
割
は
、
こ
の
よ
う
な
論
理

的
単
純
者
に
つ
い
て
研
究
者
で
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
に
あ
り
、
解
明
に
よ
る
説
明
は
し
ば
し
ば
比
喩
表
現
が
用
い
ら

れ
る
し
、
ま
た
受
け
手
の
善
意
、
好
意
的
な
理
解
、
推
察
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
主
張
し
た
と
さ
れ
る
（
荒
畑

2019:94-96

）。

　

法
哲
学
の
領
域
に
話
を
戻
す
の
で
あ
れ
ば
、（
デ
ィ
ク
ソ
ン
も
本
書
で
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
）
ハ
ー
ト
の
『
法
の
概

念
』
に
お
い
て
は
、「
法
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
際
の
手
法
と
し
て
、
彼
は
「
定
義
」
に
よ
る
説
明
を

拒
み
、
む
し
ろ
「
解
明
」
と
い
う
表
現
を
好
ん
で
用
い
る
（H

art2012:12-17

［
邦
訳
：
四
〇
―
四
六
頁
］）。
ハ
ー
ト
が

「
定
義
」
に
よ
る
説
明
を
拒
み
、「
解
明
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
と
き
に
、
彼
自
身
は
ど
こ
ま
で
フ
レ
ー
ゲ
・
ウ
ィ
ト
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ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
由
来
の
「
解
明
」
に
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
フ

レ
ー
ゲ
・
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
由
来
の
「
解
明
」
と
法
哲
学
に
お
け
る
「
法
の
解
明
」
は
直
接
結
び
つ
く
わ
け
で

は
な
い
と
指
摘
し
な
が
ら
も
（
第
１
章
、
脚
注（
５
））、「
法
と
は
何
か
」
を
め
ぐ
る
問
題
、
つ
ま
り
法
の
本
性
に
関
わ

る
法
哲
学
に
お
い
て
、
ハ
ー
ト
が
「
解
明
」
と
い
う
用
語
を
用
い
た
点
に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
す
。
本
書
に
お
い
て
、

デ
ィ
ク
ソ
ン
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
た
「
解
明
」
と
い
う
言
葉
の
ル
ー
ツ
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、「
解
明
」
と

い
う
言
葉
に
彼
女
独
自
の
視
点
や
解
釈
を
加
え
、
自
身
の
法
哲
学
方
法
論
の
立
場
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

６　

各
章
の
解
題

　

前
著
の
Ｅ
Ｌ
Ｔ
と
本
書
と
の
違
い
を
デ
ィ
ク
ソ
ン
自
身
に
メ
ー
ル
で
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
Ｅ
Ｌ
Ｔ
は
法
哲
学
に
お

け
る
価
値
判
断
の
役
割
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。
し
か
し
、『
法
哲
学
の
哲
学
：
法
を
解
明
す
る
』
で
は
、
第
７
―
８

章
で
は
同
じ
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
っ
て
い
る
も
の
の
、
第
１
―
６
章
で
は
よ
り
広
い
範
囲
の
法
哲
学
の
方
法
論
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
本
書
の
第
１
章
の
４
節
で
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
自
身
に
よ
っ
て
本
書
の
構
成
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
各
章
の
内
容
が
相
互
に
関
連
し
合
う
と
い

う
構
成
で
あ
る
が
ゆ
え
、
訳
者
側
か
ら
も
、
本
書
の
内
容
を
概
観
・
整
理
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
各
章
毎
の
内
容
を
こ

こ
で
は
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
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本
書
はO

xfordLegalPhilosophy

シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
たJulieD

ickson,E
lucidating Law



（O
xfordU

niversityPress,2022

）
の
全
訳
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
冒
頭
の
シ
リ
ー
ズ
編
者
序
文
が
要
旨

を
述
べ
、
構
成
に
つ
い
て
は
第
１
章
第
４
節
が
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
著
者
の
業
績
と
本
書
が
今
日
の
法
哲
学
で
持
つ

意
義
に
つ
い
て
は
訳
者
解
説
が
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
私
が
本
書
に
つ
い
て
持
っ
た
感
想
だ
け
を
簡
単
に
書
い
て
お

き
た
い
。

＊　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊

　

本
書
は
法
哲
学
の
中
で
も
、「
法
と
は
何
か
？
」
と
い
う
最
も
中
心
的
な
問
題
を
い
か
に
論
ず
べ
き
か
と
い
う
、
法

哲
学
の
方
法
論
、
む
し
ろ
著
者
の
言
い
方
で
は
「
法
哲
学
の
哲
学
」（
本
書
二
頁
を
見
よ
）
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ

る
。「
法
概
念
論
」
と
か
「
一
般
法
哲
学
」
と
か
呼
ば
れ
る
分
野
に
属
す
る
研
究
は
少
な
く
な
い
が
、
本
書
の
よ
う
に

特
に
そ
の
方
法
論
に
焦
点
を
当
て
た
書
物
は
少
な
い
。
た
だ
し
著
者
が
言
う
よ
う
に
法
哲
学
の
方
法
論
と
実
質
的
な
議

論
と
は
峻
別
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
、
本
書
は
法
の
本
性
に
関
す
る
著
者
自
身
の
見
解
も
示
す

こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
法
概
念
論
に
も
大
き
な
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
現
代
の
代
表
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的
な
法
哲
学
者
の
説
の
検
討
を
通
じ
て
自
説
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
際
い
た
ず
ら
に
論
争
的
な
態
度
に
陥
る
こ
と
な

く
、
自
分
が
批
判
す
る
人
々
の
著
作
の
長
所
も
率
直
に
認
め
て
い
る
か
ら
、
結
果
と
し
て
本
書
は
今
日
の
英
語
圏
の
法

哲
学
界
の
見
取
り
図
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
〈
法
を
法
た
ら
し
め
る
本
性nature

は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
法
哲
学
の
任
務
（
の
一
つ
）
で
あ

る
〉
と
す
る
著
者
の
見
解
に
対
し
て
、
そ
れ
は
法
に
本
質
な
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
「
本
質
主
義essentialism

」
の

誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
考
え
ら
れ
る
が
、
第
３
章
、
特
に
そ
の
第
３
節
は
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
す
る
回

答
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

著
者
が
提
唱
す
る
「
間
接
評
価
的
法
哲
学
」
は
最
初
の
段
階
で
は
法
に
対
す
る
評
価
判
断
を
行
わ
な
い
も
の
だ
か
ら
、

一
般
的
に
法
実
証
主
義
と
呼
ば
れ
る
陣
営
に
属
す
る
。
中
で
も
そ
れ
は
、
法
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
や
法
の
下
に
あ
る

人
々
の
「
自
己
理
解
」
を
か
な
り
の
程
度
尊
重
す
る
と
い
う
点
で
、
外
的
視
点
の
み
な
ら
ず
内
的
視
点
の
重
要
性
を
指

摘
し
た
ハ
ー
ト
の
「
社
会
的
実
践
理
論
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
法
実
証
主
義
の
一
種
と
理
解
で
き
そ
う
だ
。
だ
が
著
者
は

「
法
実
証
主
義
」
と
い
う
言
葉
が
十
分
に
明
確
で
な
い
と
考
え
て
そ
の
使
用
を
避
け
て
い
る
（
第
５
章
第
６
節
）。

　

我
田
引
水
に
な
る
が
、
私
が
『
法
哲
学
講
義
』（
筑
摩
選
書
、
二
〇
一
五
年
）
で
と
っ
て
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
デ
ィ
ク

ソ
ン
の
も
の
と
共
通
し
て
い
た
し
（
実
際
私
は
そ
の
本
の
一
八
三
頁
で
、
彼
女
の
二
〇
一
二
年
の
論
文
に
触
れ
た
）、「
法
」

と
い
う
言
葉
の
用
語
法
が
法
の
性
質
の
理
解
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
私
の
主
張
（
同
上
三
七
―
八
頁
）

は
本
書
の
第
６
章
第
２
節（
ｃ
）と
も
共
鳴
す
る
が
、
そ
の
際
自
分
は
こ
れ
ほ
ど
明
快
な
方
法
論
的
自
覚
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
と
今
に
な
っ
て
反
省
し
た
。
私
は
そ
の
本
を
書
い
た
時
、
本
書
で
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
議
論
を
十
分
知
ら

な
か
っ
た
か
ら
だ
。
ま
た
私
は
特
に
、
法
哲
学
者
は
外
部
か
ら
の
現
実
的
な
圧
力
に
か
か
わ
ら
ず
自
分
自
身
の
知
的
関

心
に
従
う
べ
き
だ
と
い
う
主
張
（
第
４
章
第
３
節
末
尾
）
に
賛
成
だ
。
哲
学
者
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
社
会
運
動
家
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で
も
評
論
家
で
も
な
い
は
ず
だ
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
第
４
章
第
４
節（
ｃ
）で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
、〈
ハ
ー
ト
は
内
的
視
点
の
さ
ら
な
る
細
分
化
を
十
分
な
理
由
な
く
拒
否
し
て
い
る
〉
と
い
う
フ
ィ
ニ
ス
の
批
判
に

は
一
理
あ
る
だ
ろ
う
。
私
自
身
は
『
法
哲
学
講
義
』
第
４
章
第
３
節
で
そ
の
よ
う
な
細
分
化
を
試
み
た
。
私
は
そ
の
試

み
が
決
し
て
ハ
ー
ト
の
法
理
論
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
一
層
発
展
さ
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

＊　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊

　

本
書
の
翻
訳
は
、
基
礎
法
学
翻
訳
叢
書
の
既
刊
マ
ー
モ
ー
の
『
現
代
法
哲
学
入
門
』
に
続
い
て
、
伊
藤
克
彦
さ
ん
の

提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
本
と
同
様
、
複
数
の
目
を
通
し
て
最
善
の
翻
訳
を
提
供
す
る
た
め
、
四
人
の
法
哲
学

研
究
者
が
共
訳
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
担
当
部
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

シ
リ
ー
ズ
編
者
序
文
・
謝
辞
・
第
１
章
・
第
５
―
６
章　
　
　

森

村

第
２
―
３
章　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郭

第
４
章　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊

藤

第
７
―
８
章　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平

井

　

今
度
も
私
が
監
訳
者
と
し
て
全
体
の
統
一
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
邦
訳
が
存
在
す
る
文
献
へ
の
言
及
・

引
用
に
つ
い
て
は
訳
書
を
参
照
し
た
が
、
必
ず
し
も
そ
の
訳
文
の
ま
ま
で
な
い
個
所
も
あ
る
。
原
題
を
そ
の
ま
ま
訳
せ

ば
『
法
の
解
明
』
だ
が
、
本
書
の
ね
ら
い
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
訳
題
は
『
法
哲
学
の
哲
学
』
と
し
た
。

　

二
〇
二
三
年
冬
至
の
日

森　

村　
　

進
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